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（国際ロータリー第2690地区）
「行動し、新たなロータリーの可能性を引き出そう！」

一  真実かどうか
二  みんなに公平か
三  好意と友情を深めるか
四  みんなのためになるかどうか

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

2022-23年度国際ロータリーのテーマ
RI会長　ジェニファーＥ．ジョーンズ

イマジン ロータリー / Imagine Rotary

幹事報告
⃝�来週12月29日は休会です。
⃝�事務局休みは12月29日~1月3日です。
⃝�年明けは、1月5日に第1例会を予定しています。
⃝�3クラブ合同の会員名簿について、原稿の校正を
1月12日までにお願いします。
⃝�1月12日（木）は例会終了後、定例理事会がありま
す。
⃝�1月19日（木）は職業奉仕月間にちなんで、職場訪
問例会を開催します。琴浦町箆津393の河本家住
宅にて、河本家保存会の野間田節雄会長から講
演をいただいたのち、住宅を見学します。食事は
無しで食事券を配布いたします。駐車場はあり
ます。
⃝�1月26日（木）は18時より家族新年例会を予定し
ています。
⃝�2月22日（水）は、3クラブの合同例会を18時から
予定しています。

委員会報告
⃝�出席委員会
　　会 員 数 46名
　　出席会員 34名　欠席会員 10名
　　　　　　　　　 免除会員  2名
　　本日出席率　　  　77.27％
スマイルファイン
⃝�大平純二会長：今年お世話になりました。来年も
ご協力をよろしくお願い致します。
⃝�前畑俊幸幹事：本日の例会で今年最後の例会と
なります。年度も半分折り返しになります。
後期もよろしくお願い致します。
⃝�川本博文会員：今年１年お世話になりました。
⃝�大江稚乃会員：年内最後の例会に寄せて。来年も
よろしくお願い致します。
⃝�藤井武親会員：会員誕生日祝いをいただき
⃝�中野雅斗会員：会員誕生日祝いと配偶者誕生日
祝いをいただき
⃝�小椋和彦会員：結婚記念日祝いをいただき
⃝�神村和美会員：皆出席賞をいただき
⃝�早退1件、欠席1件
閉会（時短例会の為 卓話は無し）

時短例会（食事有り・卓話無し）
ソ ン グ　四つのテストの歌
食　　事　松華堂弁当・コーヒー
会長時間
　新型コロナ感染者が増加傾向にありますが、今
年の最終例会という事で、週末より前畑幹事と昼
夜問わず相談して、変則形式とはなりますが、時短
対面例会とさせて頂きました。会員の皆様には方
針が違うではないかと、お叱りを受けるかもしれ
ませんが、そこはロータリーの友情で御理解の程
宜しくお願い致します。
　さて、12月12日に今年の漢字が発表され第1位は
「戦」でした。
　「戦」が選ばれた概要は、
　①�ウクライナ侵攻・北朝鮮の相次ぐミサイル発
射など「戦」争を意識した年

　②�円安物価高・電力不足や感染症など生活の中
で起きている身近な「戦」い

　③�サッカーW杯や北京冬季五輪での観「戦」・野
球界での記録への挑「戦」です。

　令和元年の年末より始まった新型コロナウイル
ス感染症もおおよそ3年経過しました。コロナ禍の
中、人間関係を維持していくために必要なコミュ
ニケーションの場が閉ざされました。そんな中、倉
吉東ロータリークラブも感染状況に応じて時短例
会やズーム例会、最悪の場合は書面例会、休会とし
ました。
　このコロナ禍で失われたものもあれば、学んだ
事もあります。失われたものを再建し、学んだこと
を活かしながら、ロータリアンの仲間と一緒に閉
塞感を打ち破り前進し、行動する残り半年にして
まいりたいと思います。
　成長や始まりの年とされるトラ年も終わり、来
年はウサギ年です。「寅千里を走り、卯は跳ねる」
という格言がありますが、ウサギは跳ねる特徴が
あるため、景気が上向きに跳ねる、回復すると言
われており、縁起の良い年として知られているよ
うです。
　来年は停滞した世の中に希望が芽吹く年に早く
なる事を願い、会長時間としたいと思います。
　今年、大変お世話になりました。来年も御協力の
程宜しくお願い致します。
　良い年をお迎えください。
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